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津市新規採用・職務経験者採用の計画的な実施

○採用者数の平準化による有為な人材の安定的な確保

①実働２，５００人体制の下での最大限の価値の創出

③新規事業への対応や市民サービスのさらなる向上のため、多様な
人材を採用

○平成３３年開催予定の国民体育大会等への対応を見据えた長期的な
定員管理ビジョン

○職務経験者採用の継続実施…専門的な行政需要への行政サービスの拡大

④技術の伝承等のため、専門職の継続的な採用

②退職者数の増減を見据えた計画的な定員管理

○多職種の採用を継続的に実施

○業務と人員の在り方等の検討、定数外職員の補充 （育休代替任期付職員等）

基本方針



１２職種 ７１人を採用予定

２職種 ５人を採用予定

計７６人を採用予定

基本方針を踏まえ

採用職種・採用者数

○採用者数の平準化を基本とする採用
○継続的な技術の伝承等を進めるための多職種の採用
○専門的な行政需要に対応するための有為かつ多様な人材の採用

新規採用試験

職務経験者採用試験

※短大教員２人を別途採用予定

来年度における採用



受付期間

募集職種 採用予定人数

事務職 ２６人程度

事務職（身体障がい者対象） １人程度

技術職（土木） ２人程度

技術職（機械） １人程度

技術職（電気） １人程度

保育士 １１人程度

募集職種 採用予定人数

保健師 ２人程度

技能員（清掃員等） ７人程度

技能員（調理員） ６人程度

消防職 ８人程度

幼稚園教諭 ３人程度

養護教諭 １人程度

平成２９年度 新規採用試験の概要①

募集職種・採用予定人数

採用予定人数 計６９人程度
※上記人数のほか、技術職（土木）は前期日程で２人程度採用予定 （第１次試験 ７月９日実施済）

（※）



口述試験（個人面接）、
実地試験、実技試験、
ケーススタディ試験等

口述試験（個人面接）、
集団討議

教養試験、専門試験、
事務適性検査等

９月１７日

１０月１５日

１０月中旬～１０月下旬

１１月中旬～１１月下旬

※試験内容は職種により異なります

保育士と幼稚園教諭の併願が可能

平成２９年度 新規採用試験の概要②

試験方法・日程

第１次試験

第２次試験

第３次試験

日

日

事務職等

幼稚園教諭・
養護教諭



津市におけるメリット

市民サービスの
さらなる向上

幅広い年齢層の人が受験できる
ステップアップ・再チャレンジする機会を創出

津市へのＵ・Ｉ・Ｊターン就職
や転職を望む声

①即戦力として活躍が期待できる
②複雑・多様化する行政ニーズへの対応
③組織力の強化・組織風土の活性化

新規職員採用試験には
年齢制限が存在

平成２７年度から職務経験者を採用 （計３５人）

職務経験者採用試験の実施



募集職種 採用予定人数 申込者数 志願者倍率 採用者数 実質倍率

事務職 ３人程度 １７７人 ５９倍 ４人 ４４.３倍

技術職（土木） ２人程度 １２人 ６倍 １人 １２倍

技術職（建築） １人程度 ５人 ５倍 １人 ５倍

看護師 １人程度 ６人 ６倍 ２人 ３倍

平成２９年度採用者

計８人

募集職種 申込者数 採用者数 実質倍率 申込者数 採用者数 実質倍率

事務職 ２１２人 ６人 ３５.３倍 ４０２人 １１人 ３６.５倍

技術職（土木） ２３人 ５人 ４.６倍 ２７人 ２人 １３.５倍

技術職（建築） １６人 ２人 ８倍

看護師 ５人 １人 ５倍

平成２８年度採用者

採用者１１１人のうち８人が職務経験者 （１３.９％）

職務経験者採用試験の申込者数・採用者数等の状況

平成２７年度採用者

計１５人計１２人



募集
職種

採用予定
人数

受験資格

資格 職務経験 年齢

事務職 ４人程度 - ３年以上 新規採用職員の
受験資格の上限
を超える年齢
から５９歳まで

技術職
（土木）

１人程度
１級土木施工管理技士

または

２級土木施工管理技士

３年以上
（土木事業に係る設計・施工管理
に関連する職務経験に限る）

※職務経験は平成２４年４月１日～平成２９年７月３１日の間における経験に限る。

募集職種・採用予定人数・受験資格

採用予定人数 計５人程度

平成２９年度 職務経験者採用試験の概要①

求められる職務経験等の一例

●危機管理業務経験者 ●経営コンサルタント経験者 ●企業会計に精通した者
●文化施設のマネジメント経験者 ●主任介護支援専門員有資格者

※あくまで一例となります。津市では民間企業等で職務経験のある方を広く募集しています。



受付

第１次試験

エントリーシートによる書類選考

社会人基礎試験
口述試験（個人面接）

第１次試験
第２次試験

１０月２８日
１０月２９日

（予定）

口述試験（個人面接） １１月下旬 （予定）第３次試験

試験方法および日程

８月２日 から９月２９日 まで

知識、技術、能力等を活かして、どのような活躍・貢献ができるかや
どのような行政サービスを提供できるかをストーリー仕立てで記入

平成２９年度 職務経験者採用試験の概要②

内容等

日

土

水 金



３８歳大学卒 （職務経験１６年） の場合

年 収 ： 約５１０万円
職 位 ： 主査
想定条件 ： 配偶者、子２人あり
※上記には、各種手当 （扶養手当、期末・勤勉手当、時間外勤務手当（平均）等）が含まれています。

※上記年収は職務経験の内容により異なります。２２歳大学卒（新卒者）の年収は、約３３０万円です。

職務経験者採用時点の職名・給与モデル①

モデル①

５０歳大学卒 （職務経験２８年） の場合モデル②

年 収 ： 約６９０万円
職 位 ： 担当主幹
想定条件 ： 配偶者、子２人あり （子１人は１６～２２歳）
※上記には、各種手当 （扶養手当、期末・勤勉手当、管理職手当等）が含まれています。



受付期間

新規採用試験

受験案内
入手方法

平成２９年８月２日 から配布開始
津市ホームページからダウンロード
下記窓口において配布

水

人事課、消防総務課、教育総務課、案内 （市本庁舎１階）、
アストプラザ （アスト津４階）、ポルタひさいふれあいセンター
（ポルタひさい１階）、各総合支所地域振興課、各出張所等

受験案内配布・受付 新規採用試験・職務経験者採用試験

平成２９年８月２日 ～平成２９年８月２５日

平成２９年８月２日 ～平成２９年９月２９日

職務経験者採用試験

水 金

水 金



平成３０年度

県政に対する要望について

平成２９年８月１日



要望する項目数の昨年度との比較

カテゴリー
昨年度要望した

項目数
本年度要望する

項目数

１．県事業の迅速な取組を要請する項目 ４１項目 ４０項目
（新規：３、継続：３７）

２．県と本市との連携による取組を要請
する項目 ９項目 ９項目

（継続：９）

３．本市の取組に対する支援充実を要請
する項目 １４項目 １４項目

（新規：１、継続：１３）

４．国政に対する要望への支援・協力を
要請する項目 ２８項目 ３７項目

（新規：１１、継続：２６）

合 計 ９２項目 １００項目
（新規：１５、継続：８５）



今回の要望のなかで、３項目については、県政に対する要望に先立って、
三重県知事と津市長との「１対１対談」で協議します

：本年度から要望新

国の減額調整措置見直しの趣旨に則した未就学児までの
子ども医療費の窓口無料化に係る県補助（１／２補助）の実施

新

県主導による防犯カメラの適切な設置・運用に係る知識の
普及促進及び補助制度の創設

津北部地域の海岸堤防の早期整備

志登茂川浄化センター周辺海岸堤防及び幹線管路の整備推進
継

継 ：昨年度も要望

１ 県事業の迅速な取組を要請する項目

１-（８）

１-（２）

対談時の項目順

継

１-（１９）

１-（３４）

三重県知事と津市長との「１対１対談」

日時

場所

平成２９年８月２３日（水） １４時００分から

白塚市民センター 大ホール （白塚町２１１１番地）



日 時

場 所 三重県庁３階 プレゼンテーションルーム

平成２９年８月２４日 １３時００分から木

昨年度の
県政要望

三重県知事への要望書提出日程

平成３０年度県政に対する要望



：昨年度も要望継

１ 県事業の迅速な取組を要請する項目①

県営土地改良事業、団体営土地改良事業における補助
事業費の予算確保

継１-（１６）

社会基盤整備事業関連予算の拡充及び県単建設事業
の着実な推進

継１-（２１）

県道一志美杉線全線２車線化による早期整備促進１-（３２） 継

主な要望内容



など全４０項目

１ 県事業の迅速な取組を要請する項目②

横断歩道等交通規制標示の修繕及び交通安全施設
整備費の確保並びに通学路における交通安全対策

：昨年度も要望継

特別支援学級の編制基準の見直し 継

継

現三重武道館の平成３１年５月までの確実な解体撤去
の完了

２ 県と本市との連携による取組を要請する項目

継

など全９項目

１-（３６）

１-（３９）

２-（４）

地域未来投資促進法及び農村産業法による
交通利便性の高い地区における新たな土地利用の促進

継２-（７）

１ 県事業の迅速な取組を要請する項目②



県と本市との連携による取組を要請する項目３ 本市の取組に対する支援充実を要請する項目

浄化槽事業に係る補助制度の継続及び浄化槽市町整備
促進事業補助金に係る補助要件の緩和

福祉医療費助成（障がい者医療費）における精神障害者
保健福祉手帳２級への対象拡大

：昨年度も要望継

など全１４項目

継

継

福祉医療費助成（子どもの医療費）における中学校卒業
までの対象拡大

継

みえ森と緑の県民税の創設目的に則った交付金事業の
抜本的な見直しの実施

継

３-（１）

３-（２）

３-（４）

３-（８）



：本年度から要望新

３ 本市の取組に対する支援充実を要請する項目４ 国政に対する要望への支援・協力を要請する項目

道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する
法律の補助率等の嵩上げ措置の継続

など全３７項目

介護現場で働く職員及び保育士の処遇改善 新

新

４-（４）

４-（２５）

合併特例事業債の発行期間の再延長 新４-（１０）



独立行政法人国立病院機構三重中央医療センターに対する
災害拠点病院指定に向けたＤ-ＭＡＴ講習の受講機会の拡大

三重県医療審議会災害医療対策部会で三重中央医療
センターを災害拠点病院に指定する方向で承認

道路ネットワーク形成のための道路整備推進と早期事業化
国道１６３号 （片田バイパス）

平成２９年１月から工事着手
（第３工区の道路改良工事から開始）

昨年度要望した項目のうち完了または前進したもの①

平成２９年度中に災害拠点病院に指定される見込み

平成２９年７月



香良洲橋 （県道香良洲公園島貫線） 架け替えの早期整備促進

県内初の義務教育学校「みさとの丘学園」への積極的な支援・協力

児童生徒支援加配 １名 （継続）
小学校専科指導加配 １名
学校統合に係る加配 １名

少人数加配 １名 （継続）
児童生徒支援加配 １名 （継続）
学校統合に係る加配 １名
その他の加配 １名

平成２９年度から新たな加配措置を実施

地域の意向を踏まえ
工期を大幅に縮減

平成３４年６月までの
工事完了を確認

平成２９年１０月から旧橋の撤去工事に着手予定

昨年度要望した項目のうち完了または前進したもの②

前期課程 後期課程



地方単独福祉医療における窓口無料化に対する
国庫負担金減額措置の廃止

平成３０年度以降、未就学児までを対象とする医療費助成
について減額調整措置を行わない方針を国が決定

児童養護施設等の小規模化及び家庭的養護の推進に向けた
施設整備への支援

平成２９年３月 国の次世代育成支援対策施設整備交付金
の交付事業に市内の２施設が採択

整備完了予定
●児童養護施設 （産品）
●児童養護施設・乳児院 （垂水）

平成２９年８月
平成３０年１月

昨年度要望した項目のうち完了または前進したもの③

市内全施設が小規模ユニットケア対応型施設に !



大谷踏切の踏切道改良促進法に基づく改良すべき踏切道への
指定並びに踏切拡幅に係る防災・安全交付金事業としての

採択及び満額交付

平成２９年１月 踏切道改良促進法に基づく
「改良すべき踏切道」に法指定

平成２９年３月 国の防災・安全交付金事業に採択
（重点配分）

津興橋の架け替えに向けた大規模修繕・更新事業補助金の
満額交付

平成２８年４月 国の大規模修繕・更新補助事業に採択

平成２８年度、２９年度ともに要求額の満額交付

昨年度要望した項目のうち完了または前進したもの④


